
AIを使う人と「AIを育てる人」で 
1年後にこれだけ差がつく分岐点マップ 

これは25年前にも起きたこと 
いきなりですけど、歴史の話を少しだけさせてください。 

なんでこの話をするかっていうと、 
今あなたの目の前で起きてることの結末が、もう見えてるからです。 



1990年代後半。 
インターネットが普及して「誰でもビジネスができる！」って言われた時
代がありました。 

「ホームページを作れば売れる」 
「ネットショップを出せば全国から注文が来る」 
「中小企業が大企業に勝てる」 

当時のテレビも雑誌も、こんなセリフで溢れてた。 

で、実際どうなったか。 

ホームページビルダーはバカ売れした。 
ネットショップも爆増した。 
SNSアカウントは全員作った。 

でも大多数の人の売上は変わらなかった。 

「作ったのに来ない」 
「出したのに売れない」 
「アカウント作ったのに誰も見てない」 

ほとんどの人がこうなった。 

じゃあ、あの時に勝った人は何が違ったのか。 
HTML上手だったとか、デザインセンスがあったとかじゃないです。 

「インターネットを使って何を設計すべきか」を理解してた人だ
けが勝った 



Amazonのベゾスがガレージで始めたのは「ネットショップ」じゃなくて 
「顧客体験の構造設計」だった。 
ツールの使い方じゃなくて、その手前の話 

今、AIでまったく同じことが起きてます。 

「AIを使えば効率化できる」 
「AIで誰でもコンテンツ量産」 
「AIで月収100万」 

25年前の「ホームページ作れば売れる」と、まるっきり同じセリフ。 

道具が変わっただけで、人間側の構造は何も変わってない。 

この構造を踏まえた上で。 
ここから先に分岐する2つの道を見てください 

道A：AIを「使う」だけの人 
1ヶ月後 

ChatGPTやClaudeで文章を書かせてる。 
毎回ゼロから「ターゲットはこういう人で…」「トーンはカジュアル
で…」と説明。 



出力は「それっぽいけど自分じゃない」。30分かけて手直し。 
SNSで見かけたAI活用の情報を保存。フォルダは増えた。 

新しいプロンプトテンプレを見つけて試してみた。 
ちょっと良くなった気がする。 

「なんかいい感じ」 

3ヶ月後 

新しいAIツールが出た。試してみた。よくわからなかった。 
前のやり方に戻った。 

ChatGPTの使い方には慣れたけど、出力の精度は1ヶ月目と変わってな
い。 
あなたを知らないAIが返すのは 
誰にでも当てはまる「そこそこの回答」 
70点。毎回70点。永遠に70点。 

保存した情報はさらに増えたが、1回も使い直してない。 
コンテンツ作るたびにゼロスタート。 
先月のメルマガに何を書いたかも覚えてない。 

「何書こう」が毎回。 

なぜこうなるか： 
毎回初対面の人に自己紹介して仕事を頼んでるのと同じ状態だから。 
学校で言えば、1学期の初日を永遠にやり直してる。 
先生は毎回新しい。前の先生が知ってたことは引き継がれない。 
セーブデータが毎朝消えてレベル1からやり直すゲーム。 



6ヶ月後 

またまた新しいツールが出た。乗り換えるか悩んでる。 
前に保存した情報はもう何が入ってるか覚えてない。 

AIでコンテンツは出せるけど「自分っぽさ」がないから手直し地獄。 
しかもAIが「いいですね！」って肯定してくるから 
自分の出力がズレてることに気づけない。 

周りがAI活用で成果を出し始めてるのが目に入って焦ってる。 

仕事の仕方自体は、半年前と何も変わってない。 
ツールが変わっただけで、やってることは同じ。 
25年前に「ホームページビルダー買ったのに売上変わらなかった人」と構
造が一緒。 

1年後 

ツールは3～4個試した。操作はわかった。 
でも利益は増えてない。業務時間も減ってない。 
「AI活用してます」とは言える。中身は「ゴミ収集」。 

チュートリアルをクリアし続けて、本編に一歩も入ってない状態 

1年間、同じレベルの出力を量産してただけ。 
金太郎飴コンテンツが積み上がって、どこを切っても同じ顔。 

来年もたぶん、同じことを繰り返す。 



道B：AIを「育てる」設計をした人 
1ヶ月後 

自分のビジネスのルール（ターゲット・文体・禁止事項・着地点）をAIに
覚えさせた。 
30秒の音声メモ → 自動でテキスト保存が習慣に。 
AIの出力が最初からまあまあ「自分っぽい」。手直しは3割くらい。 

「メルマガ書いて」で初稿が出てくる状態。 
出力の質が、道Aの人の「70点」とは別物になってる。 

なぜこうなるか： 
学校の1学期→2学期に進んだから。 
同じ先生が、あなたのことを覚えた状態で仕事をしてくれる。 
パンフレットを読んだだけの先生 vs 3年間の担任の先生、くらいの差。 

3ヶ月後 

蓄積した一次情報が100個を超えた。 
AIが過去の素材を引っ張ってきて新しいコンテンツを提案してくる。 
「今週あなたはこういうことを考えてましたよ」と勝手にフィードバック
が来る。 
自分でも気づいてなかった思考パターンが可視化されてる。 

手直しが1割以下。ほぼそのまま出せる精度。 
コンテンツ作成にかかる時間、以前の3分の1以下 



なぜこうなるか： 
蓄積の複利が回り始めてるから。 
素材が増える → 精度が上がる → 手直しが減る → 時間が空く → さらに
素材が増える。 

6ヶ月後 

新しいツールが出ても秒で導入。 
蓄積したデータはテキストだからどこにでも持っていける。乗り換えコス
トゼロ。 

「何書こう」が完全に消えた。素材がありすぎて選ぶだけ。 
属人性のあるコンテンツが週5本以上。 
どこを切っても自分の色が出る。金太郎飴とは対極。 

道Aの人が「ツール乗り換えようかな」って悩んでる間に、 
こっちはツールに関係なく資産が積み上がり続けてる。 

仕事の仕方が根本から変わった。「考える仕事」にだけ集中できてる 

1年後 

AIが自分のビジネスを一番理解してるパートナーになってる。 
どんなコンテンツでも音声5分で完成する。 
1年分の一次情報がAIの中に蓄積されていて、複利で精度が上がり続けて
る。 



属人性のある情報資産が積み上がっていて、 
これは誰にもコピーできない。 

「あなたに聞かないとわからない」が増え続ける。 

AIに聞けば出る情報しか発信してない人とは、 
存在感が別次元になってる。 

ツールがどう変わっても「設計」があるから迷わない。 
しかも月のコストは数千円だったら24時間×30日=720時間稼働。 
時給にすると14円。冷静にバグってます 

なぜこの差は「取り返しがつかなくなる」のか 
ここからが一番大事です。 

理由①：複利構造 
道Aの人は1年間、毎日「学校の1学期の初日」をやり直してた。 
積み上がったものはゼロ。 

道Bの人は1学期→2学期→2年生→3年生と進級してた。 
経験値が貯まり続けて、今レベル30くらいの状態。 

1年後に道Bの人が新しいツールを導入したとき。 
道Aの人がゼロから同じツールを触ったとき。 



スタートラインがもう全然違う。 
そしてこの差は時間が経つほど広がる。 
縮まらないんですよ。複利だから。 

理由②：おべっか構造の蓄積ダメージ 
道Aの人は1年間、AIに「いいですね！」って言われ続けてた。 
ズレた方向で走ってても修正が入らなかった。 

これ、単に「成果が出なかった」だけじゃなくて、 
判断力そのものが弱ってる可能性がある。 

コロンビア大学の研究で「Google Effect」っていうのがあって。 
検索に頼れると覚えるって記憶そのものが弱まる、っていう実験結果が出
てます。 

AIの場合、思考・判断・文章まで外注できるから 
もっと広い回路で同じことが起きうる。 

1年間「AIに考えてもらう」を繰り返した脳と、 
「AIをパートナーにしながら自分で方針を決め続けた」脳。 

差は道具の使い方だけじゃなくて、脳の使い方にまで出てます 



理由③：コンテキストの非対称性 
道Bの人が1年間で蓄積した一次情報、文脈、思考パターン。 
これはお金で買えない 

100万払っても200万払っても 
道Aの人は道Bの人の蓄積を手に入れられない。 

道Bの人がAIに「来月のメルマガ計画立てて」って言ったとき、 
AIは1年分の文脈を踏まえて提案してくる。 

道Aの人が同じことを言っても、 
AIは「ターゲットは誰ですか？」から始める。 

同じツール。同じ課金額。差はコンテキストだけ 

で、これは歴史的に何度も繰り返されてる 
印刷機が普及したとき。 
ラジオが普及したとき。 
テレビが普及したとき。 
インターネットが普及したとき。 

毎回同じセリフが飛び交った。 
「これで誰でも〇〇できる」 

毎回、大多数の現実は変わらなかった。 
変わったのは「何を設計すべきか」を理解してた一握りだけ。 



AIも例外じゃないです。 
道具が変わっても構造は変わらない。 

ただし、25年前と1つだけ違うことがある。 

速度。 

インターネットの時は差がつくまで5～10年かかった。 
AIでは半年で差がつき始めて、1年で取り返しがつかなくなる。 

今この瞬間が、一番差をつけやすいタイミングです 

逆に言えば。 
今この瞬間を逃すと、半年後に「あのとき始めてれば」って思う。 
そして半年後に始めても、今日始めた人との差は埋まらない。 

ただし1つだけ。順番を間違えると逆効果 
ここまで読んで「やる」って思った人へ。 

1つだけ気をつけてほしいことがあって。 

初期設計を間違えると、高速で間違った方向に走ることになる。 

さっき話した通り、AIは肯定してくるから修正も入らない。 
「正しい方向に、正しい順番で」が死ぬほど大事です。 

25年前も、ネットショップを「なんとなく」始めた人は全員消えた。 
「何を設計すべきか」がわかってた人だけが残った。 



道Bの設計を、画面で見せます 
この仕組みが実際にどう動くか。 
画面を見せながら全部お見せする動画を用意しています。 

・30秒の音声メモがコンテンツの素材に変わるところ 
・AIが1週間分の思考を可視化するところ 
・メルマガがあなたの文体で生成されるところ 
・属人性のあるコンテンツが「声で話すだけ」で出来上がるところ 

何をどの順番で進めるかは全部設計済みです。迷う必要はない 
「道Bの全体像」と「正しい順番」が見えます。 

25年前の分岐を、今度は正しい側で迎えてください。
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